
2015 年 6 月 28 日 

ISAF Sailing World Cup Weymouth and Portland 報告書 

レース委員会 鍵冨 真一 

 開催地＆会期 

o 開催地  
Weymouth & Portland National Sailing Centre (2012 年オリンピック開催地) 

英国の場

合 、 数 あ

る セ ー リ

ン グ ク ラ

ブが大会

を ホ ス ト

する形で、

英国各地でクラス別ワールドや英国選手権等のレースを実施す

るケースが多く見受けられるが（これは日本で各水域で開催す

るのに近い）、RYA が企画･運営に深く関与する大会において

は、本会場が使われるようである。 

o スケジュール 
2015 年 6 月 8 日（月） 選手・コーチ登録 
  6 月 9 日（火） 選手・コーチ登録 ・開会式 / 運営ボランティア集合・登録 
  6 月 10 日（水）～13 日（土） Opening Series 
  6 月 14 日（日） Medal Race 

各クラスのレース数は以下の通り。パラリンピック種目（2.4mR, Skud 18, Sonar）は Medal 
Race は行わず、土曜で大会終了。 

                   

 レース運営 

o レース海面 
レース海面は 6 海面 （2 海面が港湾内[Harbour]、4 海面が湾内[Bay]） 
  
  
  
  
  
  
  
  
 

担当した C 海面（49er / FX）は

Bay のなかでも Harbour を出て

比較的近かったが、F 海面は相

当離れている印象で、C 海面か

らでも全く見えず。Nacra はいいかもしれないが、Finn は相当きつそうであった。一方で、Nacra
と Finn は一緒の海面になることが多いいとのこと（選手談）。 
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o レース数 

各クラスのレース日程は右表の通り。参加艇数

が限られている（上限 40 艇）ということから、フ

ライトを分けず（クラスを混ぜず）、各コース午前、

午後で分けて日ごとに入れ替えで一クラスずつ

実施。各日最初の予告信号が 11 時と比較的

遅いなかで 1 日に 6 レース（3 レース×2 クラス）

実施は、日の長いイギリスだからなせる業か？ 

おかげでトラペゾイドで実施するようなクラスも

上下コースでの実施となり（4 日目の 470 M/F
を除く）、運営的にはその分楽になった気がした 

因みに、3 日目が無風のためレースキャンセル

となったことを受け、4 日目は朝を 30 分早めて

C 海面は 8 レース実施。しんどかったです。 

o スタート・シークエンス  

今回の大会で一番の変更といえるのが

スタート・シークエンスの変更。 

・ まったく違うより視覚化した旗を使う 

・ 適用規則は予告信号で示す白色旗（現

行 U 旗）と 黒色旗（30.3）のいずれか 

という大きな変更にもかかわらず、SIs の

変更として運営要員へメールで知らされ

たのが 8 日（月）の朝。選手にも同じタイ

ミングで告知されたようで、RYA の運営

の面々も一様にこのタイミングで？という

反応が窺えた。 

・ スタートまでの時間短縮 
   -  オレンジ旗が 10 分前 → 8 分前 

・ メディアへの分かりやすさ 
   -  色と数字。信号機を意識？ 
   -  ゼネリコ抑制？ 

多分にメディアを意識したという印象を受

ける今回の変更については、RYA のメン

バーの間でも同じような意見をする人も

多くいたが、運営の実務面では、旗の掲

揚については、前日に予行練習をおこ

なったこともあり、特に混乱はなかった。 

本部船の RO としては、適用規則に白旗

か黒旗のいずれかしかを選べないという

制約が出るものの、一方で X 旗の掲揚

（Individual Recall）がないという点で、ス

リットを見る RO としての負担は寧ろ軽減

する（X 旗掲揚の場合の時間的プレッ

シャーが減る。結果、将来的には失格艇のビデオ判定による対応も可能？）ような感じを受けた。

（あくまでアウターに乗っての意見ですので、本部船の RO が同じ思いかは分かりませんが。。。） 

参加した選手の評価を聞けていないので、何かの折に聞ければと思います。 

※オレンジ旗降下はスタート 4 分後

※



o 運営チーム 

C 海面は 49er / FX の担当。本部船には、ISAF 指名の IRO が 1 名のって全体を統括。RYA
から指名された CRO（Course Race Officer＝当該コースのレース運営責任者）が IRO の意見

を聞きながら各運営スタッフに指示を出し、実質レースを取り仕切る。 

現在、RYA では、オリンピックでの CRO 経験者のノウハウを若手に継承することをしており、今

大会も CRO をサポートする Mentor として一緒に乗ってアドバイスを行う体制となっていた。尚、

C 海面の運営メンバーの多くが、地元 Weymouth をベースとしている人たちということで、海面

も良く知っていて、非常に息の合った運営を行っていた印象。 

ISAF メジャーイベントということもあってか、イギリスの運営としては、運営艇・人とも潤沢に配置

されている印象を受けたが、それぞれ乗艇している各要員が自分の役割をはっきりと認識し、且

つ非常に経験をつんでいるということもあり、役割を伝えれば RO としては余計な心配をしなくて

レース運営に集中できるという意味では、運営要員一人ひとりのスキルをいかに上げていくかと

いうことが非常に重要であると感じた。 

o Start Pin (アウター) 兼 Finish Pin 

 4 人のチーム。ARO (Assistant Race Officer) で
ある Nick が最若手でスリット。Paul は IJ でもあり、

様々な大会での経験ありということで、実質仕切り

役で Driver 兼ラインセッター兼スリットといったマル

チな役目。Peter と自分が記録等々を担当。途中、

Peter が腕を痛めて乗艇できなくなったため、3 日

目以降メダルレースまで 3 名となる。 

 Paul がかなり几帳面な性格（Peter 曰く）だというこ

ともあって、コックピットは彼の Goods で取り囲ま

れることに。こちらの運営でよくあることなのですが、

それぞれの人たちが自分で工夫したグッズを持っ

ていて見ていて楽しいです。（写真を取り損なって

いてすみません。） 

 今回、Start と Finish 両方のアウターを兼務すると

いうことでアンカーは 2 本、ラインは 80～100m。水

深が 15-16m 程度と浅いが、ラインの角度調整等

を考慮して 60m 前後流していた。そのため、バウ

から沈むラインの角度が浅くなるので、ラインに重し

（”Angel”と呼んでいました）をつけて沈めます。 

コックピット (Goods の配置には Paul なりのこだわりが)

Angel 



 Start と Finish（流し込み）両方なので、肝は最終艇 Finish から次の Start までの時間をい

かに短くするかということで、初日の運営予行練習時に本部船から言い渡された目標はな

んと、『最終艇 Finish の 2 分後にオレンジ旗掲揚』。あとで聞くと、コーチから間隔を短くとい

う希望があるからとのこと。 

これを達成するために、各アンカーラインの端にブイ（その形状から”Cherry”と呼ばれてい

ます）を付けておいて 

① Start 時のアンカーは、Cherry で放置 ⇒ Finish ライン設置 
② Finish 終了後、こちらも即 Cherry で放置 
③ スタートラインの位置まで戻って Cherry をピックアップしてセット 

これで、約 1 分 30 秒くらい。ただ、風向に変化があるときは

Start ラインで①の Cherry ができない（アンカーを上げてい

る）ので、Finish を Cherry してから新たにスタートラインでア

ンカーを打つことになりますが、それでも 1 分 45 秒～ギリギ

リ 2 分という感じで、このときばかりはかなりバタバタします

が、後半はチームの息もあって非常にスムーズにいきました。 

いずれの場合も、残された Finish アンカーはというと、ス

タートの邪魔になってはいけないということで、これまた下

マークレイヤーがスタート前までに一回一回上げて持ってき

てくれるので、彼らが一番大変だったかも知れません。 

o マークレイヤー (Mark Layer) 

 1 艇 2 名チーム。今回はメジャーイベントということで、上・下マーク各 1 艇（計 2 艇）のマー

クレイヤーが C 海面には配置されていたが、普通のレースでは上下（＋アウターマーク）程

度なら 1 艇でやることも多い。RYA では、レース運営を仕切る立場である RO (Race 
Officer)とは別に、マークレイヤーという講習・資格制度があるくらい重要な役割。 

 本部船から指示された位

置に『マーク』が設置される

ことが重要なため、先ずは

マークを想定位置に浮か

べてから、必要なライン長

だけ風・潮を考慮して上っ

てアンカーを落とす。マー

クを浮かべてからはライン

にテンションをかけて上っ

ていくので、傍から見てい

るとマークはそのまま動か

ず打ち終わっている。この

うち方だとゲートマーク設

置も短時間且つ正確。そ

の結果はラウンディングで

の散らばりを見ていても良

く分かる。 

 マークを打つということが仕事であると同時に、コース変更があれば C 旗他信号を発信し、

誰かの捨てたアンカー（アウター用とか）を率先してあげたりと、時間があればヘルプの手を

差しのべてくれることには助かりました。アンカーをあげる際にはブイを使ってアンカーを浮

かせていましたが、それでもハードワークに間違いはありません。 

 水深が深い場合に同じようにできるかという問題はあるものの、マークの打ち方含め、マー

クレイヤーのスキル向上が円滑なレース運営をする上で非常に重要であるということが、

SWC の運営に参加して改めて感じたことのひとつ。 

C 海面 Mark 4 (下マーク) - 何度もアンカーを上げてもらいました（感謝！）

Pin Boat の Paul（手前）と Nick



o メダルレース 

最終日のメダルレースは Harbour
内の 2 海面で実施。前日の終礼

時に C 海面チームがメインとなる

（TV 中継のある）海面の担当だと

いう話があり。海に出られなかった

岡村さん、磯部さんには悪いと思

いつつも、前日までと同様の体制

で運営。基本的に海面を率いる

CRO は James で変わらないもの

の、クラスごとの担当 CRO が各クラスのレース時に乗り込んで共同指揮を取る形となっていた。 

レースは Nacra / Laser Radial / Finn / 470 W / Laser / 49er / FX の順に 7 レース。 
（470 M / RX M/W / Kite はもうひとつの海面で実施） 

当 日 は 、 11:00 か ら

15:30 まで Live 中継が

あるということで、完全に

それを意識した運営。予

定通りに行けば 7 レー

スすべて中継可能という

算段のようでしたが、最

初の Nacra こそ陸風の

軽風でターゲットタイム

オーバーながらもなんと

か終了したものの、次の

Laser Radial が Start
するころにはほぼ無風と

なり暫く海上待機。その

後、比較的早く海風が吹

いてきて、1 時間程度

待って Start。 

以後は順調にレースを進行させるも、途中の風待ち 1 時間は取り戻せず 5 レース目の Laser の

レースが終盤に差し掛かるところで本部船から出た指示が、『次の 49er の Start 時刻は 15 時

必達だから Start ラインのセット宜しく』。TV 中継の終了が 15:30 ということで、ターゲットタイム

を考えるとちょうど中継終了前に Finish という時間。レースはうまいこと間にあって無事、テレビ

中継終了前に 49er はフィニッシュできましたが、残念ながら、FX は中継外。最近 ISAF が力を

入 れ て い る

のがメディア

対 応 と 聞 い

たことがあっ

た の で 、 先

のスタート･

シークエンス

の変更も含

め、なるほど

と 改 め て 感

じた。 

 
 
 
 

C 海面＆Medal Race 本部船

Medal Race 前 - CRO の James（白ポロシャツ）が運営チームにブリーフィング中

Laser Radial 風待ち待機 470 W 吉田・吉岡組 1 下 TOP! （Finish は惜しくも 3 位）



 運営スタッフ / ホスピタリティ 

o 運営スタッフ 

コース（海上）運営スタッフ（名簿上 6 海面 134 名）、ISAF からの派遣（IRO、IJ 他。同 33 名）、

その他の陸上スタッフも含めれば、200 名以上のスタッフと選手からなるこのイベント全体の準

備・期間中の統括をしていた Event Director の Bas Edmonds とその補佐役である Event 
Manager の Olivia Risk が RYA の職員であることに注目したい。もちろん、彼らをサポートする

多くのスタッフが陸上にもいるわけであるが、それにしても、これだけのイベントをオーガナイズで

きるパワーとリーダーシップはすばらしいと思う。 

また、これだけ大勢のスタッフがいる中で、日本でよくいる学生の手伝い的な人をほとんど見な

かったことは驚きであった。海上運営のボランティアとしてイギリス各地から WPNSC まで来てい

た RYA のメンバーたちは、そのほとんどがそこそこの年齢に達した人たちで、その中には、会う

のが何度目かの人たちもいるが、それ以外の人たちも非常に暖かく、また共通しているのは皆、

とても楽しそうに、時には自分の用意した運営 Goods を自慢げに誇りながら、皆一様に働き者

で、アンカー上げのようなハードな作業もいとわず、手を抜くことなくレース運営を行っている姿を

見ると、本当にヨットが好きで手伝いに参加しにきて、多くの経験を積んでいるのだなと感じた。 

o ホスピタリティ 

SWC では基本なのか、今回の大会会場がやや

遠隔地にあって運営スタッフの総数のわりに食事

をする場所が近場に少ないためなのか定かでは

ないが、今回は、大会初日、セキュリティ登録時

に受け取った運営ボランティア向けのパッケージ

に、会場である WPNSC のカフェでの夕食券（全

日程分）が入っていたのには驚いた。（ホテル泊

でない人向けには、同じ場所での朝食券も入って

いた模様） 

パブ文化の国ですから、他のセーリングクラブ同

様、WPNCS のカフェにはバーコーナーもあって、

食事をそのままハーバーでするとなれば、その前からお酒も飲み始めますし、そしてホテルが一

緒の人たちとは、ホテル戻った後にホテルのバーでも引き続きということも多く、おかげで、自分

の属するチームのメンバーやそれ以外の RYA 運営スタッフとも長い時間を過ごすことができて

非常に有益だった。また、夜のイベントとしては、運営スタッフ向けの別会場でのディナー（招待）

やバーベキュースタイルの夕食もあったりと、とてもホスピタリティにあふれ、このような『おもてな

し』を日本でもできればと思った。 

 最後に 

今回の派遣に際しては、JSAF レース委員会の川上委員長をはじめ、いろいろな方々にご協力を頂

きましてありがとうございました。また、先に紹介した RYA の Bas と Olivia が、われわれの趣旨を理

解して、JSAF からの 3 名を快く受け入れてくれたことにも感謝したいと思います。そして、岡村さん、

磯部さん、日本から遠路お疲れ様でした。 

今回は RYA 運営スタッフの中での活動がメインとなったため、ISAF のメンバーとは、唯一、日本で

の IRO セミナー講師だった Nino Shmueli（本大会は 470 海面の IRO）と初日の朝に軽く立ち話程

度できたものの、その他のメンバーとは大会期間中、IJ として参加されていた増田さん以外ほとんど

というか全く交流する機会がもてなかったのは残念。 

とはいっても、今年 1 月から RYA のセミナー等に参加し始めてできたネットワークをこのような形で

生かせたことはとても良かったですし、自分自身も、海上でも陸上でも非常に内容の濃い 1 週間を過

ごすことができました。そして、今後もいろいろな活動に参加して知見を広げていければと思います。 

以 上 

BBQ に並ぶ IJ の皆さん


